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主体的に学習に取り組む
態度の育成

ーわかる授業の創造と駒中スタディの推進ー

資料７



本年度のグランドデザイン

生徒の学びと
教師の学びは
相似形

本年度の研究



Ⅰ-１ 本年度の本校の研究①

★学習の基礎基本を身に付けるために、主体的

かつ協働的に学ぶことができる生徒の育成

授業改善、駒中スタディ、学習環境整備に

取り組み、事例等をまとめる

台東区研究協力学校

（台東区教育委員会指定）



Ⅰ-２ 本年度の本校の研究②

★一人一人が学びの主役として活躍し、

自分や世界を変革していく学びを実現する

授業づくり、学校環境づくりの開発等に

取り組み、事例等をまとめる

「TAITOフューチャースクール」検討委員会

モデル校（台東区教育委員会指定）



Ⅰ-３ 本年度の本校の研究③

★デジタルを活用したこれからの学びについて、

任意の3教科以上に関する実践を行う

研究授業及び相互授業観察を実施し、講師

から指導を仰ぎつつ、事例開発を行う

「デジタルを活用したこれからの学び推進地区」

実践校（東京都教育委員会指定）



Ⅱ-１ 研究の内容について①

• 考えの深化
• 新しい課題の発見
• 次の授業への意欲喚起
• 次の課題の設定

• 自己表現×他者参照
• 意見交換方法の選択
（だれと、いつ、どこで、なにを使って）

• 時間を生み出す。効率よく。 深い学び

• めあて・目標の提示
• 学習意欲の喚起
• 問題提起
• 自身の考えをまとめる

第1分科会

導入の場面

第２分科会

他者参照
学び合い

第３分科会

振り返り
自己調整

ゆとりの創出 心理的・時間的

• 教職員の働き方改革（情報共有）

• 生徒対応・授業準備等

• 保護者との関わり



Ⅱ-２ 研究の内容について②

時期 研修予定 内 容 講師等

５月 授業相互観察

６月 講義・演習 GWSについて ICT支援員

７月 講 演① デジタルを活用したこれからの学び NTTコミュニケーションズ

８月 講 演② 業務改善、生成AI

９月 研究授業①

１０月 研究授業②

１１月 研究授業③

１２月

１月 研究発表会

２月 次年度に向けて

３月
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